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J
C
S
S
関
連
講
演
会
開
催
、ほ
か
　
　
　
　
　
　
　
 陰
面

特
集
神
奈
川
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
    隠
韻
面

計
量
記
念
日
団
体
広
告
　
　
　
　
　
　
　
　
　
     吋
右
面

全
国
の
計
量
記
念
日
行
事
款
　
　
　
　
　
　
　
　
    宇
面

天
空
へ
の
天
使
柑
、
計
量
計
測
器
ガ
イ
ド
緩
、社
説
  烏
面

新
製
品
ニ
ュ
ー
ス
、全
科
展
開
幕
、ほ
か
　
　
　
　
　
　
羽
面

　
花
日
本
計
量
機
器
工
業
連

合
会
（
宮
下
茂
会
長
）
は
、

　
月
　
日
峨
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル

12

12

市
ヶ
谷
で
、「
中
国
ビ
ジ
ネ
ス

を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
と

中
国
市
場
参
入
へ
の
留
意
点

等
に
係
る
講
演
会
」
を
開
催

す
る
。

　
中
国
の
W
T
O
加
盟
を
契

機
に
日
中
間
の
貿
易
と
経
済

関
係
は
新
た
な
発
展
期
を
迎

え
、
2
0
0
4
年
の
日
中
貿

易
は
財
務
省
の
貿
易
統
計
に

よ
る
と
、　
兆
1
9
3
2
億

18

円
、
前
年
比
　
・
4
％
増
と

18

史
上
最
高
を
記
録
し
、
香
港

と
の
貿
易
額
を
加
え
る
と
米

国
を
抜
き
我
が
国
最
大
の
貿

易
相
手
国
と
し
て
発
展
し
て

き
て
い
る
。

　
中
国
は
今
後
も
「
世
界
の

生
産
基
地
」「
巨
大
マ
ー
ケ
ッ

ト
」
と
し
て
さ
ら
に
経
済
発

展
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て

い
る
が
、
一
方
で
、
急
速
な

経
済
発
展
に
伴
い
、
法
律
・

経
済
制
度
の
整
備
が
追
い
つ

か
ず
、
法
律
・
制
度
の
変
更

に
戸
惑
う
企
業
も
多
い
。

　
同
会
会
員
の
多
く
の
企
業

が
中
国
と
の
取
引
、
あ
る
い

は
工
場
進
出
を
図
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
目
ま
ぐ
る
し
く

変
化
す
る
中
国
ビ
ジ
ネ
ス
の

情
報
収
集
機
会
と
し
て
、、

「
中
国
ビ
ジ
ネ
ス
を
取
り
巻

く
環
境
の
変
化
と
中
国
市
場

参
入
へ
の
留
意
点
」「
中
国
の

通
関
制
度
の
概
要
と
物
流
に

係
る
諸
問
題
」
を
テ
ー
マ
に

経
験
豊
富
な
専
門
家
を
招

き
、
講
演
会
を
開
催
す
る
。

【
日
時
】　
月
　
日
峨
、　

12

12

14

時
　
分
〜
　
時

30

17

【
会
場
】
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル

市
ヶ
谷
（
新
宿
区
市
谷
本
村

町
4

1
）

【
テ
ー
マ
及
び
講
師
】
臼
中

国
ビ
ジ
ネ
ス
を
取
り
巻
く
環

境
の
変
化
と
中
国
市
場
参
入

に
あ
た
っ
て
の
留
意
点

茨
日
中
政
治
関
係
と
ビ
ジ
ネ

ス
へ
の
影
響
。
芋
中
国
の
経

済
情
勢
の
影
響
。
鰯
中
国
の

外
資
政
策
の
影
響
。
允
中
国

で
の
販
売
会
社
設
立
の
条
件

と
注
意
点
。（
三
菱
U
F
J
リ

サ
ー
チ
＆
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
珂
、
国
際
事
業
本
部
海
外

ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
事
業
部
顧

問
池
上
隆
介
氏
）

渦
中
国
の
通
関
制
度
の
現
状

と
物
流
に
係
る
諸
問
題
に
つ

い
て
（
珂
日
新
、
中
国
部
東

京
事
務
所
課
長
塙
光
太
郎

氏
）

【
参
加
費
】
3
、
0
0
0
円

（
消
費
税
含
む
。
当
日
、
会

場
で
支
払
い
）

【
申
し
込
み
先
】　
月
6
日

12

我
ま
で
に
申
込
書
に
よ
り
申

込
み
。

花
日
本
計
量
機
器
工
業
連
合

会
、
総
務
部
（
堀
井
・
伊
藤

（
潤
））（
〒
1
6
2

0
8

3
7
、
東
京
都
新
宿
区
納
戸

町
　

1
、
T
E
L
 0
3

253
2
6
8

2
1
2
1
、

F
A
X
 0
3

3
2
6
8

2
1
6
7
）

鋤
日
本
計
量
機
器
工
業
連
合
会
が
講
演
会

中
国
市
場
参
入
の
留
意
点
な
ど
助
言

「続・広がる校正サービス」～JCSS校正事業の拡大を中心に～
　
花
日
本
電
気
計
測
器
工
業
会
の
校
正
事
業
推
進
委
員
会

は
　
月
6
日
我
計
測
展
2
0
0
6
O
S
A
K
A
に
併
せ
て

12
J
C
S
S
関
連
の
講
演
会
を
開
催
す
る
。「
続
・
広
が
る
校

正
サ
ー
ビ
ス
」
〜
J
C
S
S
校
正
事
業
の
拡
大
を
中
心
に

〜
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、
5
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
5
人
の

講
師
が
リ
レ
ー
講
演
す
る
。
同
講
演
会
の
事
前
登
録
は
計

測
展
2
0
0
6
O
S
A
K
A
主
催
セ
ミ
ナ
ー
等
の
事
前
登

録
と
は
異
な
る
の
で
注
意
が
必
要
だ
。

　
月
6
日
、大
阪
中
之
島
で

12
　
同
講
演
会
は
J
C
S
S
校

正
サ
ー
ビ
ス
に
関
わ
る
最
新

の
情
報
を
提
供
す
る
と
共
に

産
業
界
で
の
J
C
S
S
の
認

知
度
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
お
り
、
産
業
界

側
と
制
度
運
営
側
に
よ
る
5

人
の
講
師
で
行
う
リ
レ
ー
式

講
演
会
と
な
っ
て
い
る
。
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、以
下
の
通
り
。

　
参
加
希
望
者
は
「
続
・
広

が
る
校
正
サ
ー
ビ
ス
参
加
申

込
」
か
ら
事
前
登
録
で
申
し

込
む
。

開
催
概
要

【
日
時
】　
月
6
日
我
、　

12

13

時
　
分
〜
　
時
　
分

30

16

15

【
会
場
】
グ
ラ
ン
キ
ュ
ー
ブ

大
阪
（
中
之
島
）

【
募
集
人
数
】　
名
90

【
参
加
費
】
無
料

【
申
込
締
切
日
】　
月
　
日

11

27

【
申
込
先
】
J
E
M
I
M
A

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
「
J

C
S
S
コ
ー
ナ
ー
」

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
】（
テ
ー
マ
／

概
要
／
講
師
の
順
）

◇
「
新
設
：
オ
シ
ロ
ス
コ
ー

プ
の
J
C
S
S
校
正
に
つ
い

て
」＝
オ
シ
ロ
ス
コ
ー
プ
は
、

電
気
業
界
を
含
め
て
様
々
な

分
野
で
利
用
さ
れ
て
お
り
、

校
正
に
対
す
る
要
望
が
高

い
。
電
気（
直
流
〜
高
周
波
）

と
時
間
の
組
立
量
で
あ
り
、

登
録
・
認
定
に
向
け
て
指
針

作
成
中
。
速
度
（
長
さ
（
距

離
）
と
時
間
）
等
他
の
組
立

量
へ
の
波
及
効
果
が
期
待
さ

れ
る
。（
関
勉
　
製
品
評
価
技

（独）

術
基
盤
機
構
 認
定
セ
ン

タ
ー
）
◇
「
当
社
の
J
C
S

S
拡
大
（
M
R
A
対
応
）
の

取
り
組
み
と
事
業
展
開
に
つ

い
て
」
＝
平
成
　
年
4
月
、

18

従
来
の
直
流
に
加
え
交
流
低

周
波
へ
の
範
囲
の
拡
大
と
M

R
A
対
応
を
果
た
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
安
全
試
験

器
で
あ
る
、
耐
圧
試
験
器
及

び
そ
の
関
連
機
器
の
J
C
S

S
校
正
に
関
す
る
事
業
化
実

現
へ
向
け
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

開
始
致
し
ま
し
た
。（
馬
籠
正

明
菊
水
電
子
工
業
㈱
資
材
部

門
・
品
質
保
証
部
門
・
I
S

O
推
進
室
担
当
執
行
役
員
）

◇
「
マ
イ
ナ
ス
1
9
6
℃
ま

で
の
低
温
域
の
J
C
S
S
標

準
供
給
拡
大
に
む
け
て
」
＝

接
触
式
温
度
計
の
J
C
S
S

適
用
範
囲
は
下
限
が
マ
イ
ナ

ス
　
℃
で
あ
る
が
、
食
品
、

40
医
薬
品
な
ど
各
種
産
業
で
は

さ
ら
に
低
温
域
の
ニ
ー
ズ
が

高
く
な
っ
て
い
る
。
本
講
演

で
は
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
べ

く
適
用
範
囲
拡
大
を
目
指
し

た
産
総
研
、
及
び
、
低
温
J

C
S
S
校
正
検
討
W
G
の
取

り
組
み
と
今
後
の
展
望
に
つ

い
て
紹
介
す
る
。（
中
野
享
　（独）

産
業
技
術
総
合
研
究
所
計
測

標
準
研
究
部
門
低
温
標
準
研

究
室
）
◇
「
温
度
の
J
C
S

S
現
地
校
正
と
新
し
い
取
り

組
み
に
つ
い
て
」
＝
山
里
産

業
は
こ
れ
ま
で
顧
客
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
べ
く
温
度
校
正
の

J
C
S
S
登
録
範
囲
を
拡
大

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の

た
び
国
内
初
の
J
C
S
S
登

録
を
取
得
し
た
供
温
度
の
現

地
校
正
僑
を
中
心
に
、
当
社

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。（
丸
野
耕
一

山
里
産
業
㈱
標
準
室
）◇「
J

C
S
S
の
範
囲
拡
大
と
今
後

の
展
望
に
つ
い
て
」
＝
J
C

S
S
は
平
成
5
年
の
創
設
以

来
、
周
囲
の
目
ま
ぐ
る
し
い

状
況
の
変
化
に
対
応
し
つ

つ
、
2
回
の
法
改
正
を
経
て

着
実
に
拡
大
し
て
き
て
い

る
。こ
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
で
は
、

本
講
演
会
の
総
ま
と
め
と
し

て
、
J
C
S
S
の
創
設
当
時

か
ら
の
経
緯
、
現
状
と
問
題

点
等
を
紹
介
し
つ
つ
、
今
後

の
展
望
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
す
れ
ば
さ
ら
に
よ
り
よ

い
制
度
と
な
る
こ
と
が
で
き

る
か
を
考
え
て
い
き
た
い
。

（
村
田
浩
美
　
製
品
評
価
技

（独）

術
基
盤
機
構
 認
定
セ
ン

タ
ー
）

【
問
合
せ
先
】
校
正
事
業
推

進
委
員
会
事
務
局
技
術
・
標

準
部
勝
田
（
緯
0
3

3
5

0
2

0
6
0
3
）


